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論文内容の要旨
本研究は.従来のボーリング調査などによる l地点の古植生復原に対して，高精度な古植生配置復原に
向けた基礎的方法論を示す。特に，局地的古植生復原の得志な植物珪酸体分析を，環境変化に敏感な沿岸
域でおいて行うことで，そのタフォノミーを解明することを目的とする。
東京湾岸の小楢川河口域における表層堆積物の植物珪酸体組成・未分解葉身遺体組成と現植被度の比較，
および植物珪酸体の含有量・大型と小型の割合・現地不と地形や堆積物粒度の比較から植物珪酸体全般の
運搬・堆積過程を論じた。また複数の沿岸域における母植物の被度と表層堆積物の植物珪酸体含有数分布
の比較から，各母植物ごとの植物時酸体の運搬・堆積特性を検討したO さらに， これら植物珪酸体各型の
運搬・堆積特件ーをもとに推定された，沿岸植物珪駿体化石群の平面的な産出域から， 3筒所の規模が異な
る開析谷における完新世縄文海進海退期の沿岸植生復原に適用した。
以上の結果として，ほとんどの植物珪酸体は葉身が分解した後，シルト・撮細粒齢、サイズの堆積物と挙
動を共にしながら地形の傾斜変換点や塩水池といった窪地に風によって運搬されることが示唆された。植
物詩酸体各刑の運搬・堆積特性については，ヨシ型， コウボウシパ型，ケカモノハシ型， ヤマアワ型は含
有数が母植物の生育域内で高く，ハマニンニク型，チガヤ型は母植物の生育域外で高い結果となった。縄
文海進期の沿岸槙生については，小規模開析谷(池子〉において縄文晩期退期の約3000-2000年前の聞に
少なくとも 2 回，中規模開析谷(加須)において縄文中期l海退期の約5000~3000年前の聞に少なくとも 2
凪大規模開折谷(三郷)において・海/1<準安定期の約4000-3500年前の聞に少なくとも 1出の沿岸植生帯
の移動がそれぞれ示唆された。よって，植物珪酸体化bによる沿岸頃古植坐復原は，調査地の地形的規模
を問わず可能で、あることが明らかとなった。
論文審査の結果の要旨
植物珪酸体の同定によって縄文文化に稲作が検出されるなど華々しい成果が報告されるなかで，稲など
の作物以外の植物珪酸体の研究はあまり進展していない。その理由はひとつの種の植物の葉にも多様な形
態をもっ時酸体が含まれているので，側々の珪酸体の形態だけでは種を同定することが閑難であり，稲な
どの植物珪酸体でもそのうちの特殊な形態をもっ珪酸体の有無によって定性的にその植物の存在を特定す
るにすぎない。ただし，植物珪酸体は花粉仕石などより化石化の過程で分離が少なく，同地的な植生復原
には有効である。
筆者はこのような研究の現状から植物珪酸体の化石化の過程も植生が単純で植物分布が微地形を反映
している沿岸部で検討した。北海道の温根市から山口県の秋穂二島までの円本の代表的沿岸l或6ヶ所を選
定して，海岸からパームを経て出水湖までの徴地形帯を横断する断面における母植物の分布と地表におけ
る植物珪酸体の出現頻度を比較検討した。この結果， ヨシ型，コウボウシパ型， ケカモノハシ型. ヤマア
ワ型は含角ー数が母植物の'-t=_育域内で高く，ハマニンユク型，チガヤ型は母植物牛.育峨外で高い結巣となっ
た。また， Iヨシ型j，Iコウボウシパ型，ケカモノハシ型，ヤマアワ型J，Iハマニンニク型， チガヤ型」
のI1闘で運搬されにくいことが判明した。
筆者はさらに，このような現世の母植物と植物時酸体の分布状態を化石に応用したときにどのような古
環境の復原が可能かを見極めるために，関東の3地点において縄文海進前後の堆積物中に含まれる植物詩
酸体化石の検討を行った。母植物の生育ー域内で高率に出現する植物珪献体化Dの:H現頻度を重視し，運搬
され易い植物珪般体は移動した可能性を加味して，沿岸微地形を復原した結果.関東における縄文海退期
から縄文晩期海退期までの間 (5.000年前から2.000年前〉に少なくとも 2回の沿岸植生帯の移動，すなわち
海ホ面の変化があったことを明らかにし，植物珪酸体化石による沿岸戚古植生復原の角効性を示した。
このように本論文は植物珪酸体の化石化の過程を明らかにすることによって，植物桂酸体化石による山'
植生復原の角ー効性を明らかにした。したがって，木論文は第四紀学の分野での発展に寄勺ーする成果を得て
おり，博士(理学)の学位を綬与するに値するものと審査した。
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